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Ａ．研究目的 
        代読代筆援助の実際を詳述する。 

タブレット端末スマートフォンを用いた IT

技術を応用した読み取り、翻訳技術を取得

するためのマニュアル作成とマニュアルの

有効性を確認するための検証の 2 点を目的

とした。 

 
Ｂ．研究方法 

 

スマートフォンやタブレット端末を活用し

ている視覚障害者７名から聞き取り調査を

行った。その結果，ソフトウェアの活用頻

度が高かった上位５つを選択した。 

 

視覚障害者が利用するための設定法，基本

操作に関してビデオ入りの教材コンテンツ

を作成した。 

 

20代から 70代の全盲の当事者 20名に対し

て，タブレット端末の活用法の研修を実施

した 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容は，基本操作，i よむべえ，Money 

Reader，Color Say の操作方法であった。 

 

（倫理面への配慮） 

視覚障がい者、関係医療従事者、教育学部
（特別支援教育専攻）の学生、関係団体・
行政等に対して、インタビューまたは聞き
取り式／自記式のアンケートを実施する。
調査の前には広島大学倫理委員会の承認を
得る。また、本研究は既刊テキスト編集委
員会の承諾を得た。 

インタビュー、アンケートの際には事前に
口頭で本研究の目的を説明した上で、同意
に応じた者のみから回答を得る。同意取得
のための説明を行った日時、場所、説明者
等必要事項は記録を作成する。 

アンケートデータを発表または会議資料と
して用いる際は、職種や当事者としての立
場などの必要な情報以外の個人情報を 削
除し、回答者の個人が特定できないように
する。 

インタビュー、アンケートデータの収集・
編集に使った情報メディア（用紙、音声レ
コーダー、PCなど）は広島大学病院の鍵の
掛かる部屋で管理し、研究以外の用途に使
用しない。 

上記の情報メディアは、研究終了後にデー

タのコピーを DVD-R に保存した上で、広島
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   iPhone,iPad のアプリケーションを利用するためのマニュアル作成に関する研究 
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研究要旨 

1.多言語に対応できるようにすること、2.スマートフォン、タブレット端末などの
最新のIT技術の応用できるようにすること、を盛り込んだ代読・代筆の支援のため
の全国共通の新たな標準カリキュラムを作成した。 

iPhone,iPad のアプリケーションを利用するためのマニュアルを作成して、その有用

性を検証した。        
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大学の規定に従って消去または処分する。

DVD-R は 10 年間保存し、不要の際は広島大

学の規定に従って処分する。 

 
Ｃ．研究結果 
コンピュータの利用・IT化について問題点

と現状での対応方法について説明した。 

スマートフォン、タブレット端末を利用し

た代読に有用なアプリを選択し、その使用

方法のマニュアルを作成した。２時間の研

修プログラムで，10 名程度の当事者全てが

タブレット端末の操作からそれらのソフト

ウエァの操作方法を習得することができ，

残りの当事者はソフトを起動した状態から

であれば全てのソフトを利用して情報を得

ることができた。同マニュアルは視覚障害

教育に携わる教員・学生等 19 名を対象に試

用と試用後の質問紙を実施した。その結果，

本マニュアルを利用することで視覚障害者

に対してスマートフォン等を指導する自信

が向上した。 
Ｄ．考察 
今回の具体的事例については、同行援護の

技術的な観点から見ても大変有効と思われ

る。 

事例は時に「こうでなければならない」と

いう印象を受講生に与えかねないので、そ

のあたりの塩梅が大変難しいところである。 

もちろん技術が優れているからイコール

「いいガイド」ではない。局最終的には「支

援する人」の人柄、経験、考え方が良い同

行、代読、代筆支援につながるのであろう。 

スマートフォンの使い方を教えられた視覚

障がい者が 
Ｅ．結論 

当初掲げたこのテキストをさらにブラッシ

ュアップすることに加えて、1.多言語に対

応できるようにすること、2.スマートフォ

ン、タブレット端末などの最新のIT技術の

応用できるようにすること、3.個人情報の

保護の徹底、を盛り込んだ代読・代筆の支

援のための全国共通の新たな標準カリキュ

ラムを作成する。という目的は達成した。 
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